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携帯川爲眞眼曝気用反射望遠鏡

　　　　　に書する試作概況

　　（カセグレイン式反射望遠鏡窮眞早期爾川）

理學・1：　藤波重次

試作の目的及び携帯純なる言葉の意味

．．ヨ

　現在一般的に使用されてるる望遠鏡は主に屈折望遠鏡であって反射望遠鏡の

使用は一部分の天文學研究家に依って利用されてるるに過ぎない状態である・

反射望遠鏡が一般的に愛用されなし・のは之を屈折望遠鏡と比較した場合次の様

な遜色があるからである．反射鏡は度々鍍銀を仕直さねばならない事及び観望

に際して目的物に封し直角の横向きに見ねばならぬ事（之は最も普及してみる

二＝．　eトン式反射鏡に就ての話ではあるが）で，前者は維持の上から後者は心

理的立場から共に厭はれる所である．以．Lは手聞を惜します且つ望速鏡の取扱

ひに熟練すればそれで早舟する事柄であるが，Al　一・つ反射望遠鏡に於て見逃せ

ない畝鮎がある．夫は覗野の狭い事であって特に爲眞用望遠鏡を企岡する際に

は野面が小さくなる事は屈折式に聴して最大の歓黙となるのであるが，工面が

狭いと云っても活動窮眞のフィルム叉はライカ版程度の書面を得る事は容易で

あるから小型窮眞術の町域してみる現在に於ては費用上不便を感ずる事は無く

叉此場合之にアイピ・一スを叢込んで眼硯用とした際には硯野にはf呼警の遜色は

無V・筈である．以．一ヒの終斉鮎を除けば反射鏡側に於ては光學系の製作容易なる

事，色牧差の無い事及び製作費学田ξなる；事等々の利勲がある。

　筆者は昨年反射鏡に依る望遠爲眞機の製作を十二し京都帝大勤務の宮澤堂氏

の慮援を受け着々計書を進めてみたのであるが寸々勃磯した日支事攣に於て軍

豫で観望用として使用されてるる望遠鏡が高取な屈折望遠鏡であり且つ持運び

が非常に不便なるを聞き呼時筆者等の企些してるた反射望遠鏡がこの代用品と

して役立つかも知れぬと思ひ，計書を一一一一歩進めて本文表題の如き「携帯用爲眞

眼視爾川反射望遠鏡」を貿現化するに到ったのである・勿論始めに計書した望

遠断面機も一般的用途を目標としてみたから携帯用にする事は或る程度計書の



18 携幣蹄聾．‘眞眼親雨川1反射蝦遠魏に闘すろ試作概況 天昇211

内にべれて置いたのである・薮にi†ふ携葡用なる意味は畢に小型にと云ふだけ

ではなく望遠鏡の焦貼距離の割にして小型であると云ふ意帳であって且つ重量

を出來るだけ輕くする事は勿論である・

　カセグレイン式反射銭装置

　さて望遠鏡の重量を軽くするには各部分に韓金鴫を使用する事に依り口的は

建せられるが型を小さくするには先づ第一に長大な鏡筒を短縮する事が必要で

ある．屈折望遠鏡の内小型双mこ鏡では数個の直角プリズムを用ひて焦熱距離の

割に鏡筒を垣引する事が’r．一ICされてみるが「1得の大きな望遠鏡で‘tこの方法に

依る事は三際上殆ど不可能　　　　　　　　　第　　1　園

である．

　反射鏡系に於ては各種様

式の内で前述せるllAtjに白

ら適合する性質を備へてる

るものに力七グレイン式と

グレゴリー式とがある．爾

Z’を　J’ヒ較した場合，同一．・焦

鮎距敵に封ずる鏡筒1誕縮率

から見ればr狗Xが遙かにf愛i

れてJ‘il一るが後7）一に於ては眼

心用とした際に正立像が見

られると云ふ利黙があろ．

（IIヒV）響芋7∵．をlt舜写二」㌧とノ）村1｝童

本機ヲ詞曲見槻3糊トシタル圓

　　ア　主鏡筒部

　　イ　接眼鏡装．置

　　ウ　ファインダー

に減る．即ち前lfの第二．二鑓凸双山：rll鏡にて後．K’のは凹惰圓面鏡なり）・二等二様

式の1’KfT，Jれを採用するかが問題であるが，筆者ほ携帯川と鴇眞用とを三i三眼とし

て居i川1縄用とした場含に像をIE・’ノニさせる事ほ別に．方法を講’タればよくズ鏡面

製作の照易と像の良否とをJ．L較糾究しての結果カセグレtン式を採用するに決

あた．　（この決，違は宮澤氏に負ふ所多し）．

　試作概況及び機構の忌明

　以上述べた如く力七グレイン式による事に定め具龍的な設計に子等したのが
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昨年10月であった．反射鏡に依る望遠爲響町を報告せるものは墨壷留れにして

最近ベルリンのアスカ昌ア製作所に於てカセグレイン式反射鏡装置に依る望遠

活動丁丁機が製作されて居り叉1936年のベルリン．オリンピックに於ても下用

に供された位ひのものである．しかし下機の構造に帯する具態的の事は何れに

も畿表されてみなv・．唯光學系に肥する材料としてはアスカニア製の物は焦勲

距離＝105糎f　・4，5と云ふ職だけが判明してみた・

　之に勤して我々の試作機の性能は焦黙距離も短く口径比も曙V・が試作品であ

るから自重したわけである・鏡面作域は宮澤氏に依頼，同氏は非常な熱意を以

て研磨に當られたが第2鏡（小凸鏡）の双曲両の研磨が想像以上に困難であっ

たが爲に鏡面が完成したの　　　　　　　　第　　2　闘

は本年3月下旬であった・

（鏡面の試験はヒンドル氏，

リウチー氏及びロンシー解

法に依れり）．

　鏡面が完成して宮澤氏よ

リデータを受取ってから筆

者は豫め計書してみた各部

分品の設計を綜合して充分

に槍討を加へ全般の設計を

完了して5月初旬之の試作

を西村製作所（京都）に依

頼した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望遠≡篇1眞；用二装備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア’日　覆　ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ’　カメラ装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　焦貼川筋製置

　機械部分に予て注意すべき黙は鏡筒に特殊な構造を探用してみる事である・’

元來反射望遠鏡に於てはその様式の如何を問はす焦貼面に爲万感板を置く様に

すれば直ちに天龍潟下機としては役立つのであるが甕間にも使用する場合には

些程丁丁にはゆかない反射望遠鏡に覧ては鏡筒の底部に介与があって筒の上端

は全く開放されてみるので結像上不必要なる光も筒先より侵入して之が鋒筒内

壁に滑ひて散齪しながら鏡筒の深部に到達してみる．之等の侵入光の量力吠な

れば撮影のための露光時間中に塗板にカプリを與へる結果となる・望遠鏡が暗
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V・場所に置かれてみる際には此の問題は自ら解漕する（この極端な場合が天髄

爲算用の時である）が反目に望遠鏡が明るい場所に置かれ且つ暗v・物を撮影す

る時には侵入光は大きく且つ露光時聞も長くなる關係hどうしてもカプリの多

V・原板になる．是ば亦爲眞撮影の時のみならすアイピースを差込んで眼硯刷と

した際にも侵入光がアイピースにまで到達すれば像は不明確たるを免がれな

い，以上は鏡筒内壁が黒色艶漕しに塗裟されてるる際にも充分に起り得る障碍

である．此の障碍を防禦するために本機に於ては鏡筒内壁に数多の小突起を附

シ貯せしめ夫等全膿を黒色艶潤しに塗装するやうに工夫した．（試作完成後此の

特殊鏡筒の効果を試験して非常に良好なる結果が得られた．

　鏡筒の特殊構造を除けば他の部分は普通鏡と大して壁つた事は無い．唯，型

を小さくする目的から鏡筒支持豪の腕を短くしたが是も箪に短くしただけでは

｛中角と仰角とが非常に狭くなって使用上不便であるから腕を曲げて見下す事を

主とする場合と見上げる事を主とする場合とで鏡筒を置きかへる様にしてあ

る．之に依って豪を水干に置いたままでも1等角と仰角に相當の自由度を保有せ

しめた水21二回縛壷のクランプ装置は一般の式と同様に軸を締める様にしたが垂

直面手討σ）クランプ毅置は鏡筒から出てみる軸を軸受にて締めただけでは不安

定であるから軸を締める薮置の他に軸に取付けたノト野板をその周邊部で締めつ

け得る様にした・之に依って即身のガタツキは完全に防止出町てるる．是等の

機構は第1岡及び第2圃に示した4く機の窩眞で判って頂けると思ふ・

　さて概略以1：の如き機予lllliを有する本機の試作は7月下旬西村製作所に於て完

成し．以來籔回の試寓を試みたが充分満足すべき結果を得た．第3圃i・ま本機に

依る望遠撮影の1例である・

　結　　　語

　木機に依る望遠撮影の實例として1占∫数・葉の鶉眞を福達したひのであるが今回

は概略の紹介に過ぎないから，今椥1∫び機會を得て之等を獲表したひと思ふ．

鏡面作成に當られた宮澤氏も白ら研磨された鏡lrllに就いて番目討中であるから鏡

面に即しては同氏より磯表される豫定である．我々は此の経験に基いて斑に長

焦鮎のものを製作すべく遇進してみる・

　既に述べた事であるがソド機の特色は二野i距離の割合に鏡筒が短く同一焦丁丁
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陵の普通望遠鏡に比し約施の長さで足り且つ亜量も輕く，眼硯111としては勿論

鳥眞用としても充分な明るさを持て居り爲眞装置と接眼鏡袈置との取替へは簡

畢迅速であるから野生動物の研究川，軍用，その他の望遠槻測及び撃遠撮影に

利用すれば有効であらう・之筆の場合に封して反射鏡の歓鮎として鏡面の鍍銀

が汚損し易く從って度々鍍銀を仕直す必要があり，長期に亘って邊境の地に携

行される様な場合には些か不便である・しかし之は鏡面に銀を閉する事による

合成焦貼距離
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峡陥であって二二は之の封策としてアルミニウムを鏡面に附清させる事が推奨

され，アルミニウムは一度鏡口1に附着させると少くとも激年間は保つらしく・

又塵埃，油，指紋iFlcよる鏡面の汚損は之を石鹸水で洗ふ事により除去される

と琴ふ程であるから，之を慮用すれば前述せる様な障害も解回し本機の使用債

値は一・居壇加するであらう．

　三筆に臨み試作に種々便宜を與へられたる西村繁次郎氏の好意を謝す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和13年9月5日）


